
EGR 用二重偏心弁

1．発明等の概要

受賞技術

２．従来発明等の課題と開発ニーズ

　本発明は、自動車用エンジンの排ガス再循環 (Exhaust 
Gas Recirculation) システムのバルブ（EGR バルブ）に
採用されており、排ガスのクリーン化及び燃費の向上に役
立っている。排ガス再循環とは、エンジンから出た排気ガ
スの一部を吸気側に戻して再燃焼させるシステムのことを
指し、もともとディーゼル車の排ガス浄化（NOX 低減）が
主な用途であったが、エンジンの吸気抵抗を減らして燃料
の消費を低減できる為、今ではガソリン車でも広く採用さ

　従来のEGRバルブはポペット弁式（小型・小流量・高密閉）
のものが主流であったが、再循環させる排ガスの量（EGR
率）が多い程、燃費向上と排ガスのクリーン化が促進され
る為、近年のニーズとして再循環させる排ガスの大流量化
が求められるようになった。よって、各社から大流量化を
実現すべく、以下のような改良案が提唱された。（図 3）

れている。（図 1）
　本発明品は、従来のEGRバルブ(図2の従来品1)に対し、
製品を大型化することなく、再循環流量を約 2倍まで高め
たものであり、自動車の軽量化及び環境負荷の低減に貢献
している。
　また現在、本発明品は国内拠点にて年間約 60万台生産
されており、国内に供給されている。

排ガス再循環システムと EGRバルブ 製品重量と最大流量の関係

従来技術とその課題

■従来品1（ポペット弁）
・小流量なら高密閉で小型化が可能
・大流量ならば高密閉であるが
　大型化が必要

■従来品 2（バタフライ弁）
・小型、大流量化は可能だが、
　高密閉維持が困難大流量化の開発ニーズに応えるためには、従来

品２は製品化が困難であり、従来品１は製品重
量増を伴う大型化が必要であった。

バルブ閉
⇒流量拡大と共に体格も大型化

バルブ開

図1 図２

図３  
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3．発明等の特徴

発明品（二重偏心弁）の構造と性能

　本発明は、製品を大型化することなく、大流量と高密閉
を両立させるような構造を取っており、シャフトとバルブ
の中心軸を上下左右にずらす（二重偏心させる）ことで、
大流量化が得意なバタフライ弁のように開き、閉じた姿勢

　従来品 2（図 3下）のバタフライ弁は、各構成部品の寸
法ばらつきを、①弁座のフローティング構造、②バネによ
るシール部の押付によって吸収しようとしていた。しかし
この構造では、新品当初はシール性を確保できるが、バル
ブ開閉時に必ず弁体と弁座の接触圧力が高くなり、局部的
に溶着する現象（いわゆる、かじり）が発生する為、シー
ル部が摩耗し、高密閉状態を維持することができない。(図
5上 ) 

は密閉性に優れたポペット弁のようになることを特徴とし
たものである。（請求項 1）
　また、本発明はバルブに関する基礎的な発明である為、
様々な用途への応用が期待できる。

　一方、今回発明技術の二重偏心弁は、各構成部品のばら
つきを、①偏心軸構造、②シャフト～バルブ間の隙間を活
用して組付け段階で吸収する構造を取っている。このため、
バルブ開閉時に「かじり」は発生しない為、密閉性は新品
当初のレベルを保つことができる。（図 5下）
　また、バルブ周りの構成部品点数を比較しても、従来品
2の 8点に対し発明品は 4点と半減している。

＜特徴 1 ＞相反する要求性能の両立

＜特徴 2 ＞優れた耐久性能と簡素な構造

発明品と従来技術との構造比較

高密閉
ポペット弁同様バルブが
フタをする様に
閉じるので密閉性が高い

大流量
ポペット弁でありながら
バタフライ弁のように開き
より広い開口面積を確保

図4

図５　
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令和 2年度	 愛知発明表彰　愛知発明賞…
	 （一般社団法人 愛知県発明協会）

	 中部地方発明表彰　発明奨励賞…
	 （公益社団法人 発明協会）

令和４年度	 中部科学技術センター顕彰　奨励賞…
	 （公益財団法人 中部科学技術センター）

令和６年度	 科学技術分野の文部科学大臣表彰　科学技術賞…
	 （開発部門）（文部科学省）

受賞実績
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